
佐賀市立新栄小学校
「仲間と共に運動やスポーツに親しもうとする子どもの育成」

校内研の
取り組み

「 勢い」 着目しながらマッ ト 運動の面白さを実感し、 自分なりにその経験を語ることができる。

第５学年１組学習指導案

令和２年７月１日（水）５校時
児童 ２８名（男子１４名女子１４名）
場所 体育館
指導者 教諭 名前 田中 孝

本単元を通して目指す資質・能力

立った状態から回ったり 、 支持したり しながら元
に戻るまでの過程を試行錯誤するのが面白い運動

・ 視点を用いながら、 自分なりの運動の楽しさを語る
ことができる。

・ 運動ごとの面白さの共通点を見出したり 、 違いを語
ることができる。

・ 仲間との関わりや資料活用をしながら課題を解決で
きる。

・ 「 する・ 見る・ 支える・ 知る」 など運動と自分の関
わり方が分かる。

授業者の捉えた運動の特性

高学年の目指す姿

児童の実態

勢い・ 手のつく と ころ・ 目線・ 体の力の入れ具合・ スピード ・ ける・ 止まる（ 動きのメ リハリ ）

本単元で児童の動きやふりかえりから共有してきた視点

主運動につながる運動遊び

児童の運動感覚を豊かにするために
多めに紹介。 単元のはじめに児童に提
示し 、 毎時間グループで取り組ませる。

１時目の工夫（問いの共有）

本単元で共有する問い

「 どう すれば勢いよく 回れる？」

１ 時目にすること
○主運動につながる運動遊びの紹介
○系統表の紹介と技調べ
○鉄棒運動との共通点を考えさせる
○「 マッ ト 運動の楽しいところは？」
→児童の意見から問いの共有

教材・教具の工夫

一人ひとりのめあてに応じて、 資料
を渡したり 、 ICTを活用したりする。
めあて達成のために自由に道具を

使えるよう な雰囲気づく り も重要視
した。

学習の道すじ

単元の評価

・ マッ ト 運動の楽しさや喜びを味わい， その行い方を理解するとともに， その技能を身につけている。
【 知識・ 技能】

・ どうすれば自分のめあてを達成できるか試行錯誤したり， 仲間との関わりの中で自分の考えを他者に伝える
中で、 新たな自分の課題を見つけたりすることができる。
ることができる。 【 思考・ 判断・ 表現】

・ 運動に積極的に取り組み， 仲間と助け合って運動をしたり， 仲間の考えや取り組みを認めたりすることがで
きる。 【 主体的に学習に取り組む態度】

・ 人間コンパス
・ えんぴつころがり
・ ゆりかご
・ 大きなゆりかご
・ アンテナピーン
・ ブリ ッ ジ
・ 進化歩き
・ カエルの足う ち

めあて２ チャレンジタイム
（ もう 少しでできそう な技に挑戦して楽しもう ）

めあて１ レベルアッ プタイム
（ 技を連続したり 、 組み合わせたり しながら技の出来ばえを高めて楽しもう ）
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基本的に５ ・ 6年生は同じ流れ。 学習が進むにつれて、 レベルアッ プタイムの時間が伸びていく イメ ージで単元を構成

６ ． ふりかえり ・ 号令

本時の目標（ ６ /６ ）
課題解決に向けて友達と話したり 、 用具やＩ Ｃ Ｔ 機器を活用したり しながら試行錯誤したり している。 【 思考・ 判断・ 表現】

１ ． 準備・ 準備運動

２ ． 主運動につながる運動遊び

３ ． 号令・ めあての確認

４ ． 活動

５ ． 片付け

グループごとに準備
準備ができたチームから主運動につ
ながる運動遊びに取り組んでいく 。

運動遊びが終わったら、 グ

ループごとにめあての確認を
したり ， 友だちに観て欲しい
ところを伝えたりする。

・ 片付けが終わった子から書き始める。
・ 自分のめあてに対してふりかえりが記述できているか確認する。
・ これまでに学級の中で獲得してきた視点を用いながら記述して
いるかについても見る。

◆判定基準
これまでに見つけた視点に準拠しながら、 自

己の課題解決に向けて試行錯誤している（ 対

話・ 資料やＩ Ｃ Ｔ 機器の活用）
【 思考・ 判断・ 表現】 （ 観察・ 学習カード ）

●課題が明確にできず漠然と運動に取り組んで
しまっている。
→学習カード を読み返させたり 、 単元を貫く 問

「 どう すれば勢いよく 回れる？」 を問い返し 、
思考を促す。

わかる
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ふりかえりを通して児童が

どんな見方・ 働き方を働か
せて,自分自身のことを見つ
めているかチェ ッ クする。
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・ 人間コンパス
・ えんぴつころがり
・ ゆりかご
・ 大きなゆりかご
・ アンテナピーン
・ ブリ ッ ジ
・ 進化歩き
・ カエルの足う ち

子どもたちが取り組む運動遊び

自分のめあてを達成するためにはどんなことに気を付けるといいかな？

運動中の言葉かけ（ 特に観察の児童）
とレベルアッ プタイムとチャレンジタ
イムの間にでる児童の発言に注目！！

チャレンジタイム終了後片付け
をする。 目標は５ 分。

期待する児童のふりかえり

・ 目線だけでなく 、 力を入れるところやけり方
を工夫するとより勢いよく 回ることができた。

・ 勢いのことを考えながら運動すると

・ 6 年生では〇〇にチャレンジしていきたい。

子どもが多様な感覚に触れる
ことができるよう に、 単元の導
入で教師が紹介したものです。

ふりかえり ３分

・ 子どもによる司会。
・ 前時のふりかえり
をもとに、 １ 時間の
クラス全体の課題を
提示する。
・ 電子黒板を使って
課題を視覚化する。

ステージ

かべ倒立

側方倒立回転

倒立

開脚前転・ 後転
伸膝前転・ 後転

前転・ 後転

前方倒立回転
・

頭はねとび

ブリッジ

ロンダート

側転

できる

例えば・ ・ ・
・ 前転-前転-前転
・ とび前転-ブリ ッ ジ-開脚前転
・ 側方倒立回転−側方倒立回転-側方倒立回転

※5年生の段階なので、 どんな技を組み合わせているのかではなく
できる技を連続でしたり 、 組みわせていることをしっかり価値づける。

・ 技に応じた場の工夫は？
・ どんなことに気を付ける？

この時間に教師が子どもたちに問いかける
言葉の主は、 単元を貫く 問いである「 どう
すれば勢いよく 回れるかな？」

レベルアップタイム ７分〜１０分

チャレンジタイム 10〜１３分

今年度新栄小では
児童が自分なりに運動の

楽しさを語る！
＝振り返る力

の育成を目指しています。

視点とは視点とは
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前の時間は、（ ①単元名　②具体的内容） について学習しました。
　　※まずは①から。そして②へいけたらいいですね。

今日は、（ ①単元名　②具体的内容　） について学習します。
　　※まずは①から。そして②へいけたらいいですね。

今日の（ わたしの・ ぼくの） めあては、（ 　　　　　　　 ） です。
　　※まずは司会（日直）が前回のふりかえりから本時の「自分のめあて」を導き出し
ます。

みなさんも「 自分のめあて」 を（ となり・ グループ・ チーム） の人に伝えま
しょう。
　　※伝えることでめあてを意識化させます。

先生から、せつめいをおねがいします。

今日学習したことをふりかえります。
「 めあて」 や「 ふりかえりのポイント 」 にそって
○分（ ※３分） でふりかえりを書いてく ださい。
書いた人は、次のめあても書きましょう。
※いい活動ができていた子や上手く活動できていなかった子、記述していない子を中心に

机間指導し、本時で価値付けたい子どもを探す。
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※運動場や体育館に来た子どもから準備や準備運動を始めませましょう。

体育の進め方

活
動
す
る
・
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活動１です。時間は○分（ ※１２分） です。
　　はじめてく ださい。

共有タイムです。時間は、○分（ ※５分） です。
　　先生お願いします。
　　※教師は全体で共有するか、グループ（チーム）で共有するか決めてください。

活動２です。時間は○分（ ※１２分） です。
　　はじめてく ださい。

かたづけに入ります。○分（ ※３分） 以内でかたづけをしましょう。
※毎回、何分何秒かかったかを記録し、目安にするとどんどん早くなりますよ。ぜひ、タ

イマーを使ってください。

学習の進め方は、活動１が　○分（ ※１２分） 、
　　　　　　　　共有タイムが　○分（ ※５分） 、
　　　　　　　　活動２が　○分（ ※１２分） 　です。

☆３・４年生☆
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３ 児童による司会進行

新栄小学校の校内研ではこんなことに取り組んでいます！！

１ 視点（運動を見つめる目）の育成 ２ パッと見て分かる指導案作り

4 SEタイム（新栄エンジョイタイム）

お問い合わせは佐賀市立新栄小学校まで
Tel 0952-22-8111 担当 田中 孝

運動遊びの紹介やスポーツチャレンジへの参加

（４５分のタイムマネジメント）

☜新栄小学校HPはコチラから


